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在
京
自
重
会
ク
ラ
ブ
活
動
行
事
の
予
定
続
々

在
京
日
豊
会
で
は
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
活

動
に
は
、
在
春
日
聖
会
員
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
は
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
ク
ラ
ブ
の
設
立

も
大
歓
迎
で
す
。
平
成
1
9
年
度
下
期
も
、
各
ク
ラ
ブ
活
動
の
行
事
が
目
白
押
し
。
振
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

●「「月「7日田「石垣山城跡見学」
(場所:小田原市/「中世城郭探訪の集い」3面)

●「「月とと日困「第5回荷票白雲会ゴルフ大会」
(場所:ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎/「在京自重会ゴルフクラブ」4面)

●音と月8日田大川美術館「松本竣介を鑑賞する旅」
(場所:桐生市/「ル・サロン・ブラン自重芸術鑑賞クラブ」1面)

●08年と月9日田記念講演「富沢賢治の五行の歌」
(場所:自由学園 講師:小川達雄氏/「白聖五行歌会2周年記念」4面)

※ご質問、ご不明な点は事務局(03-3501-1391)までお問い合わせ下さい。

在
京
白
聖
会
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
「
①
0
0
a
一
〇
⊃
聖
a
⊃
0

大
川
美
術
館
「
松
本
竣
介
を
鑑
賞
す
る
旅
」

0
7
年
1
2
月
8
日
(
土
)
朝
8
時
0
0
分
東
武
伊
勢
崎
線
浅
草
駅
改
札
集
合

在
京
自
重
会
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ

鵜
の
S
a
音
昌
B
音
a
n
O
は
1
2
月
8
日
、
群

馬
県
桐
生
市
の
大
川
美
術
館
を
訪
ね

る
「
松
本
竣
介
を
鑑
賞
す
る
旅
」
を

行
い
ま
す
。

松
本
俊
介
は
明
治
4
5
年
東
京
生
ま

れ
。
少
年
時
代
を
盛
岡
で
過
ご
し
、

整
戌
で
天
逝
し
ま
し
た
が
、
日
本
近

松本俊介自画像(大Iii美術館)

代
洋
画
史
の
切
り
口
を
変
え
た
画
家

と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
川
美
術
館
は
、
こ
の
松
本
俊
介

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
作
品
を

展
示
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
館
で
、

ぜ
ひ
、
ご
見
学
を
お
奨
め
し
ま
す
。

(
開
催
要
領
)

●
集
合
場
所
〕
東
武
伊
勢
崎
線
浅

草
駅
改
札

●
集
合
時
刻
‥
午
前
8
時
3
0
分

●
行
程

0
8
‥
5
0
浅
草
駅
発
(
赤

城
行
特
急
「
り
ょ
う
も
う
号
」
で
1
0
0

分
)
-
新
桐
生
駅
1
0
‥
3
4
着
、
駅
よ

り
タ
ク
シ
ー
で
1
0
分
、
大
川
美
術
館

着
。
学
芸
員
の
解
説
で
松
本
竣
介
の

作
品
を
中
心
に
鑑
賞
。
1
3
‥
0
0
頃

0
円
く
ら
い
。
入
館
料
1
0
0
0
円
。

昼
食
代
2
0
0
0
円
。

●
申
込
‥
在
京
白
墨
会
事
務
局
に

お
申
込
み
下
さ
い

(
電
話
・
F
A

X
・
E
メ
ー
ル
等
)
。
1
1
月
8
日
ま

で
に
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
電

車
特
急
指
定
席
を
お
取
り
し
ま
す
。

以
降
に
申
し
込
ま
れ
る
方
は
各
自
、

切
符
を
御
購
入
下
さ
い
。
在
京
日
豊

会
非
会
員
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

不
明
な
点
は
、
在
京
日
豊
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

松本俊介《街a〉(大川美術館)

さ
る
1
月
2
5
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
在

京
白
聖
会
幹
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
今

年
実
施
さ
れ
た
在
京
白
宴
会
総
会
は
第

3
9
回
総
会
と
し
、
来
年
平
成
2
0
年
5
月

1
0
目
に
開
催
す
る
総
会
は
第
4
0
回
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

在
京
自
重
会
設
立
の
き
っ
か
け
は
、

昭
和
他
年
の
母
校
の
甲
子
園
出
場
に
際

し
て
、
主
と
し
て
関
東
に
居
住
す
る
同

窓
生
有
志
が
そ
の
応
援
の
た
め
に
集
ま

っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

こ
の
集
ま
り
を
定
期
的
な
も
の
と
す
る

た
め
に
、
翌
昭
和
四
年
に
在
京
白
聖
会

と
し
て
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
以
後

毎
年
総
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
よ

っ
て
、
そ
の
創
立
総
会
を
第
1
回
総
会

と
し
て
、
そ
こ
か
ら
カ
ウ
ン
ト
を
始
め

る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

実
は
、
こ
こ
的
年
ほ
ど
の
総
会
の
経

緯
を
見
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
が
第
3
8

回
に
相
当
し
、
来
年
が
第
3
9
回
に
な
り

ま
す
。
過
去
に
、
こ
の
不
整
合
を
ど
う

に
か
し
よ
う
と
い
う
事
が
諮
ら
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
う
や
む
や

の
う
ち
に
今
日
に
至
っ
た
、
と
い
う
の

が
実
情
で
し
た
。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
過

去
に
総
会
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
年
次
幹

事
の
方
々
に
あ
っ
て
は
宜
し
く
御
理
解

戴
き
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

在
京
自
重
会
事
務
局
長

競
闘
∵
闇
醸
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佐藤容霜十三満干波による害と絵画の2大層

鏡開き(紫波の名酒、堀の井)

母校今昔写真によるスライドショー etC

若い世代の参加拡充
5月13日(日)

東京グリーンパレスに250名題が集う

第
3
9
回
在
京
白
墨
会

(
注
‥
1

面
最
下
段
「
お
断
り
」
参
照
)

は
、

2
0
0
7

(
平
成
豊
年
5
月
1
3
日

(
目
)
、
麹
町
の
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
爽
や
か

な
五
月
晴
れ
、
1
3
時
か
ら
1
6
時
と
い

う
昼
間
開
催
、
出
欠
葉
書
の
カ
ラ
ー書と絵画の2人尿(佐藤容斎十三満干波)

出席者のみな

校
応
援
団
の
手
ぬ
ぐ
い
販
売
」
な
ど

を
企
画
し
ま
し
た
。
幹
事
年
次
の
負

荷
軽
減
を
掲
げ
な
が
ら
も
,
一
部
メ

ン
バ
ー
に
は
か
な
り
の
負
荷
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昨
年
6
月

1
2
日
の
幹
事
引
き
継
ぎ
会
を
経
て
、

都
合
1
1
回
の
打
合
せ
を
重
ね
て
の
大

成
功
。
心
配
だ
っ
た
、
や
や
小
振
り

な
会
場
も
、
一
体
感
の
演
出
に
一
役

買
っ
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
校
歌

蛮
唱
で
は
手
違
い
に
よ
り
4
番
ま
で

完
唱
。
応
援
団
が
倒
れ
る
か
と
ヒ
ヤ

ヒ
ヤ
し
ま
し
た
が
,
こ
と
の
ほ
か
好

評
だ
っ
た
と
か
。
幹
事
一
同
、
責
務

を
全
う
し
た
充
実
感
に
浸
り
つ
つ
、

若
い
世
代
と
の
合
同
打
ち
上
げ
へ
と

な
だ
れ
込
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
5
1

年
卒
の
皆
さ
ん
,
来
年
は
よ
ろ
し
く
。

化
な
ど
が
奏
効
し
て
か
,
2
5
0
名

を
超
え
る
出
席
を
い
た
だ
き
、
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。
出
席
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
,
写
真
提
供
な
ど
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
5
0
年
卒
幹
事
団
が
掲
げ
た
総
会

に
向
け
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
若
い

世
代
の
参
加
拡
充
」
、
「
幹
事
年
次
の

負
荷
軽
減
」
、
「
会
場
・
イ
ベ
ン
ト
の

固
定
化
解
消
」

の
3
点
。
懇
親
会
を

「
ご
歓
談
の
ひ
と
時
」
と
し
て
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
鏡
開
き

(
紫
波
の
名
酒
、
堀
の
井
)
」
、
「
佐
藤

容
蔚
±
二
滴
千
波
に
よ
る
書
と
絵
画

の
2
人
展
」
、
「
母
校
今
昔
写
真
に
よ

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
(
B
G
M
は
合

唱
部
の
混
声
合
唱
に
よ
る
校
歌
)
」
、

「
出
席
者
全
員
の
集
合
写
真
」
、
「
母

第
3
回

「
在
京
自
重
レ
デ
ィ
ス
会
」

6
月
2
3
日
(
土
)
÷
大
森
東
急
イ
ン
」

第
3
回
「
在
京
自
重
レ
デ
ィ
ス
会
至

が
6
月
2
3
日
(
土
)
大
森
東
急
イ
ン

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は

3
4
名
、
幹
事
は
当
年
7
0
歳
に
な
る

3
0
年
卒
の
面
々
で
し
た
。

最
初
に
、
こ
の
会
を
立
ち
上
げ
今

回
会
長
を
退
任
さ
れ
た
土
橋
と
も
子

さ
ん

(
S
2
8
年
卒
)
か
ら
、
会
の
設

立
経
緯
と
趣
旨
に
つ
い
て
「
女
性
同

士
が
卒
業
年
次
を
超
え
て
情
報
交
換

な
ど
が
で
き
る
場
が
欲
し
い
と
い
う

気
持
ち
で
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
ま
り

規
則
な
ど
は
作
ら
ず
に
来
ま
し
た
。

末
永
く
続
け
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
引
き
続

き
新
会
長
の
戸
来
ソ
ウ
子
さ
ん

(
S

4
0
年
卒
、
在
京
日
豊
会
女
子
副
会
長
)

か
ら
御
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
あ
と
講

演
会
に
入
り
ま
し
た
。

講
演
者
は
S
3
0
年
卒
の
香
村
央
子

さ
ん
、
お
話
は
「
ス
パ
イ
ス
よ
も
や

ま
話
」
と
い
う
こ
と
で
、
ス
パ
イ
ス

の
歴
史
や
使
い
方
を
た
く
さ
ん
の
例

を
引
き
な
が
ら
お
話
し
下
さ
り
、
大

変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
あ
と
は
懇
談
を
し
を
が
ら
の

お
食
事
で
、
ア
ッ
と
言
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
来
年
の
再
会
を

約
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
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在
京
白
聖
会
文
化
活
動
と
し
て
、

「
中
世
城
郭
探
訪
の
集
い
」
は
今
春

に
引
続
き
、
次
の
要
領
で
実
施
し
ま

す
。
奮
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。

○
期
日
‥
日
月
1
7
日
(
土
)

(
雨
天

中
止
‥
参
加
者
に
は
個
別
に
連
絡
し

ま
す
)

○
見
学
先
‥
石
垣
山
城
跡
(
小
田
原

市
)○

集
合
場
所
‥
I
R
東
京
駅
東
海

道
線
ホ
ー
ム

(
地
下
中
央
通
路
か
ら

上
が
っ
た
付
近
)

○
集
合
時
刻
‥
午
前
7
時
半

○
行
動
‥
0
7
‥
4
0
東
京
駅
発
-
0
0
‥
0
0

早
川
駅
着
-
石
垣
山
城
-
箱
根
登
山

鉄
道
・
入
生
田
駅
-
箱
根
湯
本
駅
-

早
雲
寺
(
北
条
氏
縁
の
寺
)
寸
日
帰

り
温
泉
に
て
入
浴
-
懇
親
会
(
有
志
)

寸
箱
根
湯
本
駅
寸
小
田
原
駅
-
東
京

駅○
経
費
‥
交
通
費
、
昼
食
代
及
び

入
湯
料
は
自
弁

○
服
装
‥
ハ
イ
キ
ン
グ
が
で
き
る

服
装
(
険
し
い
所
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

標
高
2
6
2
m
の
山
頂
に
上
り
ま
す
)

○
解
説
‥
石
垣
山
城
は
、
秀
吉
が

北
条
氏
を
屈
服
さ
せ
る
た
め
に
、
小

田
原
城
を
見
下
ろ
す
山
頂
に
、
わ
ず

か
8
0
日
間
で
築
か
せ
た
、
関
東
初
の

総
石
垣
造
り
の
城
で
す
。
山
頂
か
ら

の
眺
望
は
絶
景
で
、
遥
か
に
太
平
洋

を
見
通
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
申
込
‥
在
上
界
日
豊
会
事
務
局
に
、

1
1
月
帖
目
(
木
)
ま
で
に
お
申
込
み

下
さ
い
。
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
等
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

今年4月7目に行われ楽しかった「鉢形城址見学会」。(写真上)

城址から寄居町を望む。(写真下)秩父寄居の宮沢賢治歌碑

の前で記念撮影(歌碑の宮沢賢治の歌は `毛虫焼くまひるの

火立つこれやこの秩父寄居のましろきそらに’`っくづくと

「粋なもやうの博多帯」荒Iiiぎしの片岩のいろ’の2首)

阿
部
正
樹
・
立
花
一
男
の
3
6
年
卒
演
劇
部
コ
ン
ビ
に
よ
る
俳
優
座
公
演

「
江
戸
の
極
楽
と
ん
ぼ
」
顛
末
記

7
月
1
6
日
、
俳
優
座
(
六
本
木
)
の

舞
台
に
灯
が
と
も
り
、
満
席
の
観
客

の
前
で
「
江
戸
の
極
楽
と
ん
ぼ
」
が

始
ま
っ
た
。
脚
本
・
演
出
は
3
6
年
卒

の
演
劇
部
コ
ン
ビ
の
上
田
次
郎
(
本

名
阿
部
正
樹
)
・
立
花
一
男
。
在
京

自
書
会
が
贈
っ
た
ス
タ
ン
ド
花
の
歓

週
を
受
け
て
中
に
入
っ
た
観
客
は
舞

台
の
右
手
奥
に
。
白
鳥
乱
子
一
座
様

へ
“
。
盛
岡
一
高
三
十
六
会
よ
り
“
と

い
う
ケ
パ
ケ
バ
シ
イ
花
環
を
見
て
一

瞬
こ
こ
が
本
当
に
六
本
木
か
と
思
っ

た
人
も
い
た
。
江
戸
末
期
の
浄
瑠
璃

語
り
の
旅
芸
人
が
盛
岡
で
繰
り
広
げ

なんと!舞台上に堂々と“盛岡一高36会’’の花輪が!

る
芝
居
で
あ
っ
た
が
、
4
人
の
役
者

さ
ん
が
合
計
1
3
大
役
を
演
じ
る
芝
居

に
腹
を
抱
え
て
笑
い
を
が
ら
知
ら
な

い
う
ち
に
ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
て
い
っ

た
。
阿
部
君
は
盛
岡
・
八
幡
町
を
舞

台
に
し
た
織
田
久
さ
ん
の
労
作
「
江

戸
の
‥

」
を
脚
本
に
し
、
そ
れ

に
立
花
君
が
厳
し
く
コ
メ
ン
ト
を
加

え
、
無
事

俳
優
座
の
審
査
に
合
格

し
、
年
間
5
回
し
か
な
い
本
公
演
に

選
ば
れ
た
。

写真左から間瀬隆男氏、阿部正樹氏、立花一男氏の

36年卒トリオ。バックのロビーにも白宴会の花輪

初
日
は
景
気
付
け
に
在
京
3
6
会
、

7
月
2
0
日
に
は
在
京
日
豊
会
の
メ
ン

バ
ー
、
そ
の
翌
日
は
三
善
会
の
有
志
、

そ
の
他
大
勢
の
方
々
に
見
て
い
た
だ

い
た
。
芝
居
の
後
、
役
者
さ
ん
方
と

親
し
く
話
が
で
き
た
運
の
よ
い
グ
ル

ー
プ
も
あ
っ
た
。
振
り
返
る
と
、
日

程
の
詳
細
が
決
ま
っ
た
の
が
2
月
。

早
速
、
在
京
日
豊
会
の
H
P
に
、
ま

た
3
月
の
会
報
に
掲
載
し
て
い
た
だ

き
、
か
つ
、
自
重
会
の
芸
術
鑑
賞
の

ク
ラ
ブ
活
動
に
準
じ
た
観
劇
会
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

お
蔭
様
で
、
満
席
の
日
が
続
き
、

こ
こ
に
改
め
て
、
皆
様
に
御
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
尚
、
当
公

演
は
1
0
月
に
盛
岡
を
は
じ
め
岩
手
県

の
内
陸
及
び
沿
岸
の
都
市
で
も
開
催

さ
れ
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
両
君
に
は
さ
ら
に
こ
れ

か
ら
も
良
い
作
品
を
作
り
文
武
両
道

の
自
重
健
児
の
意
気
を
世
間
に
知
ら

し
め
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

間
瀬

隆
男
(
S
3
6
卒
)

観劇のあとは作者や演出家、出演した俳優を囲ん
での二次会。出演者などと懇談を楽しめるのも、
白璽芸術鑑賞クラブの大きな魅力となっている



(4)在京白聖会報 2007年10月(第23号)

第
5
回
在
京
白
聖
会
ゴ
ル
フ
大
会

日
月
2
2
目
㊨
聞
催

第
4
回
目
を
迎
え
た
在
京
自
重
会
ゴ
ル
フ
大
会
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
盛
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
参
加
、
年
次
で
の
チ
ー
ム

参
戦
い
ず
れ
も
大
歓
迎
で
す
。

(
開
催
要
領
)

●
期
日

平
成
1
9
年
月
月
2
2
日
(
木
)

●
会
場

ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

茨
城
県
竜
ヶ
崎
市
泉
町
原
口

十
い
り
ド
」
「

〇
回
「
e
い
り
T
〇
千
〇
二
〇

●
ス
タ
ー
ト

〇
十
∃
・
星
共

9
‥
1
5
か
ら
各
6
組

●
集
合
時
間

8
‥
3
0
(
厳
守
)

●
募
集
定
員

4
8
名

●
会
費

5
千
円

(
パ
ー
ア
ィ
ー
費
、
賞
品
代
ほ
か
)

昨年の参加者

東
京
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
も
出
ま
す
。

●
プ
レ
ー
費

プ
レ
ー
費
(
概
算
玉
)
8
〇
円
)
+
昼

食
代
等
は
各
自
ご
精
算
下
さ
い
。

●
送
迎
バ
ス

東
京
駅
-
会
場
間

の
往
復
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

東
京
駅
7
‥
0
0
発
(
有
料
2
千
円
)

●
申
込
み

個
人
、
チ
ー
ム
自
由
。

但
し
、
卒
業
年
次
単
位
1
チ
ー
ム

4
名
の
一
括
申
込
み
を
歓
迎
。

●
申
込
方
法

①
氏
名
②
連
絡
先

住
所
③
電
話
番
号
④
卒
業
年
次

⑤
チ
ー
ム
の
場
合
は
代
表
者
名

⑥
送
迎
バ
ス
の
利
用
有
鉦
↑
を
明

記
し
(
書
式
自
由
)
事
務
局
宛
申

し
込
む
。

●
申
込
締
切

平
成
1
9
年
1
1
月
5
日
(
月
)

※
但
し
、
先
着
順
。
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
プ
レ
ー

1
8
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー
。
ハ
ン
デ
ィ
は
ダ
ブ
ル

ペ
リ
ア
方
式
で
算
出
。
同
ネ
ッ
ト

は
卒
業
年
次
上
位
。

●
対
抗
戦

卒
業
年
次
別
対
抗
戦
を

行
い
ま
す
。

1
チ
ー
ム
4
名
の
上
位
3
名
の
合

計
ス
コ
ア
で
順
位
決
上
布

●
表
彰

年
次
対
抗
戦
団
体
優
勝
、

個
人
戦
優
勝
ほ
か
賞
品
多
数
。

●
実
施
要
領

参
加
者
に
は
後
日

詳
細
な
実
施
要
領
を
送
付
し
ま

す
。

●
申
込
先

在
京
白
墨
会
事
務
局

書
中
8
8
東
京
都
港
区
西
新
橋

十
十
T
こ
、
玉
津
健
児
税
理
士
事

務
所
内
、
音
調
「
竜
A
㍍
e
∵
い
き
十

十
小
芋
(
直
通
)

母
校
生
徒
が
全
国
大
会
で
大
活
躍

●
盛
岡
市
で
8
月
に
開
催
さ
れ
た
第
2

回
短
歌
甲
子
園
で
、
盛
岡
二
昂
の
戸
舘

大
胡
君
(
2
年
)
が
個
人
戦
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
歌
は

喉
元
で
母
の
涙
の
味
が
す
る

姉
が
発
つ
目
の
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う

●
第
3
1
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
島
根

大
会
、
放
送
部
門
/
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

で
盛
岡
二
品
の
藤
原
悠
紀
君
(
3
年
)

が
最
高
賞
に
あ
た
る
優
秀
賞
。
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
は
川
井
村
の
タ
イ
マ

グ
ラ
を
題
材
に
し
た
作
品
で
特
別
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

白
壁
五
行
歌
会
2
周
年
記
念
講
演

中
川
達
雄
氏
(
S
2
2
年
卒
)
「
富
沢
賢
治
の
五
行
の
歌
」

0
0
年
2
月
9
日
(
士
)

於
‥
自
由
学
園
明
日
館

(
池
袋
)

白
墨
五
行
歌
会
は
、
発
会
2
周
年

を
記
念
し
、
S
2
2
年
卒
で
「
盛
岡
中

学
生
宮
沢
賢
治
」

(
河
出
書
房
新
社
)

な
ど
の
著
書
も
あ
る
作
家
の
小
川
達

雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
会
場
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
を

設
計
し
た
ラ
イ
ト
氏
の
設
計
で
、
重

「白聖五行歌会」2周年記念講演会場の自由学園

明日館(JR池袋または目白から徒歩15分)。自重

五行歌会は、今年5月26日(土)に目白庭園及

び自由学園を散策しながら吟行歌会を行った

自聖五行歌会は、毎月第1金曜日午後6時間

30分から秋葉原和泉橋区民集会所で歌会を行

っています。参加希望の方は03-3269-3420

(42年卒・白畢五行歌会代表)までお気軽に

ご連絡を。メ→レはsakurac○@ieaf.ocn.ne.jp

薫
り
の
人
」
気
者

和
太
鼓
が

心
と
体
に
饗
早
さ

天
衣
工
を
駆
け

故
郷
の
立
田
に
な
る

伊
奈

裕
(
3
8
墨

踏
ま
れ
て
も
、
蹴
ら
れ
て
も

健
気
に
咲
き
続
け
る

道
端
の
花

そ
の
花
び
ら
に
宿
る
露
は

君
の
涙
か

星

邦
彦
(
3
6
年
上
e

雨
に
煙
る

山
々
か
ら

何
か
が
見
え
て
来
る

私
が
探
し
求
め
て
い
る

し
あ
わ
せ
な
の
か
ー

光

平
(
3
1
左
土
牛
)

し
た

し
た

し
た

秋
の
雨

降
っ
た
り

止
ん
だ
り

山
田
武
秋
(
4
2
室

※07年4月一10月までの作品から抜粋。作者名はペンネームもありま-丸

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
自
由

学
園
・
明
日
館
で
す
。
散
策
を
兼
ね

て
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。

(
開
催
要
領
)

●
日
時

平
成
2
0
年
2
月
9
日
(
土
)

1
3
白
3
0
~
1
6
‥
3
0

●
会
場

自
由
学
園
明
日
館
大
教
室

ク
リ
ア
セ
ン
喜
平
e
辛
い
り
ご
,
「
い
い
い

※
敷
地
内
及
び
近
隣
地
区
は
全
面

禁
煙
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
)

●
参
加
費

1
,
0
0
0
円

●
申
込
方
法
〇
年
e
㍗
i
い
ざ
中
巻
8

F
営
.
8
-
い
い
$
i
∞
お
e
桜
出
版
内

自
重
五
行
歌
会
事
務
局
ま
で
。

メ
ー
ル
s
常
呂
a
O
(
る
8
e
単
0
昌
.
日
①
.
j
p

●
募
集
定
員

3
5
名
(
収
容
人
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

●
申
込
締
切

平
成
2
0
年
1
月
末

日

※
但
し
、
先
着
順
。

在
京
日
豊
会
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
話
題

も
そ
の
報
告
な
ど
で
埋
ま
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
白
聖
人
の
幅
広
い
人

材
や
活
動
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
今

後
は
増
ペ
ー
ジ
の
検
討
が
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
会
員
同
士
の
交
流
が

活
発
に
な
り
、
自
重
魂
は
ま
す
ま
す

意
気
聾
昂
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。


